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第 1 章 はじめに 

1 経営戦略とは 
経営戦略は、公営企業が将来にわたり安定的に事業を継続していくために策定する、中⻑期的

な経営の基本計画です。 
現在、公営企業の多くは、急激な⼈⼝の減少等に伴うサービス需要の⼤幅な減少や、所有する

施設の⽼朽化による維持管理・更新コストの増⼤等に直⾯し、取り巻く事業環境は厳しいものと
なっています。 

各公営企業が将来にわたって安定的にサービスを提供し続けることが可能となるよう、総務省
は平成26（2014）年度に「公営企業の経営に当たっての留意事項について」を通知して各公営
企業に対し「経営戦略」の策定を要請し、概ねすべての地⽅公営企業が令和２（2020）年度末ま
でに策定を完了しています。また、「経営戦略策定・改定マニュアル」において３年から５年以
内の⾒直しを⾏うこととしており、現在では令和７（2025）年度末までに経営戦略の⾒直しを⾏
うことが要請されています。 

奥州市（以下「本市」という。）⽔道事業では平成 28（2016）年度に経営戦略を策定し、そ
の基本計画に沿って経営を⾏っており、今回、総務省の要請に沿って経営戦略の改定を⾏います。 

2 経営戦略改定の⽬的 
⽔道法では、⽔道事業の⽬的を「清浄にして豊富低廉な⽔の供給を図り、もって公衆衛⽣の向

上と⽣活環境の改善とに寄与すること」としています。⽔道事業を取り巻く状況は、⼈⼝の減少
を主な要因として、今後、有収⽔量の減少が予想されている中で、これまで整備を⾏ってきた施
設や管路の⽼朽化に伴う⼤量の更新需要が迫り、厳しさを増していくことが⾒込まれています。 

今回の改定では、本市を取り巻く事業環境を勘案し、⽔道サービスの安定的かつ持続的な提供
のため、「投資試算（施設・設備投資の⾒通し）」等による⽀出と「財源試算（財源の⾒通し）」
を均衡させた「投資・財政計画（収⽀計画）」を中⼼に、将来にわたり安定して持続可能な⽔道
事業経営を確⽴するため、経営基盤の強化と財政マネジメントの向上に取り組んでいくことを⽬
的とします。 

経営戦略の改定後は、毎年度進捗管理を⾏い、実績との乖離について検証します。必要に応じ
て適宜⾒直しを⾏うことにより、この経営戦略を⽔道事業の経営基盤の強化と財政マネジメント
の向上に資する重要なツールとして位置づけるものとします。 

3 経営戦略の計画期間と投資・財政⾒通しの検討期間 
経営戦略の「計画期間」は、総務省の経営戦略策定ガイドラインでは、「10年以上の合理的な

期間を設定する必要がある」とされていることから、本経営戦略では10年間を計画期間とします。 
また、「公営企業の経営に当たっての留意事項について（平成26（2014）年８⽉、総務省）」

において、経営戦略策定後３〜５年に⼀度⾒直しが必要とされているため、料⾦改定の時期など
に合わせて⾒直しを⾏います。 
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第 2 章 事業の現況 

1 ⽔道事業の概要 
本市⽔道事業の概要を表 2-1 に、⽔道施設の概要を表 2-2 に⽰します。 

 
表 2-1 ⽔道事業の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

表 2-2 ⽔道施設の概要 
 
  

供⽤開始年⽉⽇ 平成20（2008）年度

供⽤開始後年数 17年

法適（全部適⽤・⼀部適⽤）
⾮適の区分

法適⽤

⾏政区域内⼈⼝ 107,170 ⼈

計画区域内⼈⼝ 103,400 ⼈

現在給⽔⼈⼝ 101,267 ⼈

給⽔区域⾯積 63,341 ha

給⽔区域内⼈⼝密度 1.60 ⼈/ha

有収⽔量 10,290 千㎥

有収⽔量密度 162 ㎥/ha

出典：R6（2024）年度決算統計、市提供資料

⽔源種別 表流⽔・伏流⽔・地下⽔・受⽔・その他

配⽔池設置数 61 箇所

配⽔能⼒ 69,061 ㎥/⽇

⼀⽇最⼤給⽔量 36,721 ㎥/⽇

管路延⻑ 1,779.57 千m

施設利⽤率 49.4 %

出典：R6（2024）年度決算統計、R5（2023）経営⽐較分析表
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1.1 施設位置図 
本市の給⽔区域及び施設位置を図 2-1 に⽰します。 
浄⽔場は16箇所あり、⽔質に応じた浄⽔処理を⾏っています。また、胆江広域⽔道⽤⽔供給事

業（以下「⽤⽔供給事業」という。）からの受⽔池は８箇所あり、北股配⽔池及び新古⼾配⽔池
は若柳受⽔地から供給しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-1 給⽔区域及び施設位置 
 

表 2-3 浄⽔場⼀覧表 
 

表 2-4 受⽔池⼀覧 
 

  
地域 浄⽔場

上島浄⽔場
下⼩⾕⽊浄⽔場

第2⽔源地
第3⽔源地(令和7年度廃⽌) 

第4⽔源地
⼝沢浄⽔場
⽟川浄⽔場

古歌葉配⽔池
⼾中配⽔池

根⽊町浄⽔場
川内浄⽔場
前沢浄⽔場

新⽥中継ポンプ場
胆沢 横岳前⼭浄⽔場

上⽴沢配⽔池
噌味浄⽔場

※令和6（2024）年度末時点

⽔沢

江刺

前沢

⾐川

地域 受⽔池

⾒分森⾼区配⽔池
新⾒分森1号配⽔池
万松寺受⽔配⽔池

第2⼯業団地(フロンティアパーク)配⽔池
⽇除松受⽔配⽔池
⼩林受⽔配⽔池

若柳配⽔池
兎⼝配⽔池

新古⼾配⽔池
北股配⽔池

※令和6（2024）年度末時点

前沢

胆沢

⾐川

⽔沢

江刺



 

6 

2 ⽔道料⾦ 
令和６（2024）年度末時点における本市の⽔道料⾦体系を⽰します（表 2-5 参照）。 

 
表 2-5 ⽔道料⾦体系 

 
 
3 組織体制 

令和６（2024）年度末時点において本市⽔道事業は、⽔道課・経営課にて業務を執⾏しており、
職員は25名となっています。組織図と職員の年齢分布を図 2-2に⽰します。 

 
図 2-2 組織図と職員の年齢分布 

 
  

※消費税込み

⼝径13㎜ ⼝径20㎜ ⼝径25㎜ ⼝径30㎜ ⼝径40㎜ ⼝径50㎜ ⼝径75㎜ ⼝径100㎜

基本料⾦ 基本料⾦（基本⽔量なし） 1,100 円 1,155 円 1,485 円 2,530 円 3,740 円 6,930 円 13,310 円 24,200 円

⼀般⽤ 1〜10㎥ 110 円

⼀般⽤ 11〜20㎥ 220 円

⼀般⽤ 21〜30㎥ 253 円

⼀般⽤ 31〜50㎥ 275 円

⼀般⽤ 51㎥〜 286 円

浴場営業⽤ 1〜300㎥ 110 円

浴場営業⽤ 301㎥〜 220 円

臨時⽤ 1㎥〜 352 円

従量料⾦

項⽬

1名

7名

9名

4名

4名

60代

50代

40代

30代

20代水道課

経営課

下水道課

上下水道部
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4 経営健全化の取組 

4.1 ⺠間活⽤の状況 
本市では、浄⽔場の運転管理業務や設備のメンテナンス、料⾦収納業務、給⽔装置⼯事窓⼝業

務など、専⾨的な知⾒が必要な業務や⺠間のノウハウを活⽤できる業務の委託を⾏っています。
また、⽔道DX事業についても今後の推進を図っていきます（表 2-6）。 

表 2-6 ⺠間委託⼀覧（⼯事を除く） 
委託業務⼀覧 

⽔道施設維持管理業務 
料⾦収納業務 
給⽔装置⼯事窓⼝業務委託 
⽔道管路情報管理システムデータ更新業務 
管路劣化診断業務 

令和６（2024）年度末時点 
 
4.2 施設の統廃合の状況 

本市では、取⽔の確保、原⽔⽔質の維持管理、既存施設の更新費⽤の抑制等を踏まえた上で、
⾃⼰⽔源から⽤⽔供給事業への切り替え、既設⽔源の統廃合を計画しています。 

4.3 広域化の取組状況 
岩⼿県が平成29（2017）年1⽉に設置した「岩⼿県⽔道事業広域連携検討会」では、本市は県

南広域ブロック（９市町：奥州市、北上市、⼀関市、花巻市、遠野市、紫波町、⻄和賀町、⾦ケ
崎町、平泉町）に属し（図 2-3）、「岩⼿県⽔道基盤強化検討会県南広域ブロック検討会」とし
て業務の共同委託や、施設維持管理業務の共同委託などのシミュレーションを⾏って広域連携の
推進を進めています。 

胆江広域⽔道⽤⽔供給事業推進検討委員会を設置し、⾦ケ崎町及び奥州⾦ケ崎⾏政事務組合と
の広域連携についても検討を進めています。 
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出典）岩⼿県⽔道広域化推進プラン 

図 2-3 5 圏域（広域ブロック）区分図 
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5 経営⽐較分析表を活⽤した現状分析 
本市の⽔道事業の経営の状況を把握するため、総務省が公表する「令和５年度決算 経営⽐較

分析表」（以下「経営⽐較分析表」という。）に基づき、「経営の健全性・効率性」「⽼朽化の
状況」の観点の指標（表 2-7参照）を⽤いて、経営分析を実施し、経営の現状・課題の「⾒える
化」を図ります。経営分析は、過去５年間（令和１（2019）年度〜令和5（2023）年度）を対象
に、経年⽐較及び他団体との⽐較を⾏います。 

⽐較対象は、経営⽐較分析表の類似団体区分に基づき、本市と同じ区分（区分A3）の団体と
します（表 2-8参照）。 

表 2-7 経営指標 

分類 経営指標 

経営の健全性・効率性 

経常収⽀⽐率（％） 

累積⽋損⾦⽐率（％） 

流動⽐率（％） 

企業債残⾼対給⽔収益⽐率（％） 

料⾦回収率（％） 

給⽔原価（円/㎥） 

施設利⽤率（％） 

有収率（％） 

⽼朽化の状況 

有形固定資産減価償却率（％） 

管路経年化率（％） 

管路更新率（％） 

 
表 2-8 類似団体区分 

  
出典：総務省 HP 地⽅公営企業決算 令和 5 年度決算経営⽐較分析表    

       https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/c-zaisei/kouei/r05keieihikakubunsekihyo.htm 
 

給⽔形態 現在給⽔⼈⼝規模 区分 団体数
都道府県・指定都市 政令市等 20
30 万⼈以上 A1 50
15 万⼈以上30 万⼈未満 A2 72
10 万⼈以上15 万⼈未満 A3 89
5 万⼈以上10 万⼈未満 A4 188
3 万⼈以上5 万⼈未満 A5 198
1.5 万⼈以上3 万⼈未満 A6 247
1 万⼈以上1.5 万⼈未満 A7 131
5 千⼈以上1 万⼈未満 A8 190
5 千⼈未満 A9 45

⽤⽔供給事業 B 66

末端給⽔事業
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5.1 経営の効率性・健全性を⽰す指標分析 
①経常収⽀⽐率（令和５（2023）年度 102.48%） 

給⽔収益や⼀般会計からの繰⼊⾦等の収益で、維持管理費や⽀払利息等の費⽤をどの程度賄え
ているかを表す指標です。単年度の経常収⽀が⿊字であることを⽰す100％以上となっているこ
とが必要です。 

本市の当該指標は過去５年間100%以上で推移しています。単年度収⽀は⿊字となっているも
のの、料⾦回収率が100％を下回っているため、料⾦収⼊では費⽤を賄えず、⼀般会計繰⼊⾦等
によって⿊字になっている状態です。 

⑤料⾦回収率（令和５（2023）年度 79.78%） 
料⾦回収率は、給⽔に係る費⽤が、どの程度給⽔収益で賄われているかを表した指標であり、

料⾦⽔準等を評価することが可能です。 
本市では、旧簡易⽔道統合の影響により平成27（2015）年度から100％を下回っており、近年

は80％台で推移してきましたが、令和５（2023）年度に80％台を割り込みました。いわゆる
「原価割れ」の状態であり、⽐率が低下しているため、早期の料⾦改定の検討が必要です。 

⑥給⽔原価（令和５（2023）年度 264.69円/㎥） 
給⽔原価は、有収⽔量1㎥当たりについてどれだけの費⽤がかかっているかを表す指標です。 
本市では、地理的要因から管路延⻑や施設数が多く、給⽔原価は全国平均より⾼い⽔準になっ

ています。近年上昇傾向にあり、令和５（2023）年度では265円程度まで上昇しています。平均
を100円以上上回っており、原価が⾼い状態が続いているため、今後の固定費の抑制が求められ
ます。 

⑦施設利⽤率（令和５（2023）年度 50.36%） 
施設利⽤率は、⼀⽇配⽔能⼒に対する⼀⽇平均配⽔量の割合であり、施設の利⽤状況や適正規

模を判断する指標です。 
本市では、平成26（2014）年度からの胆沢ダム本格受⽔の影響で減少傾向にあり、平均を

10％程度下回る⽔準で推移しています。施設が半分程度しか使われていないため、⽤⽔供給事業
の施設も含めたマクロのダウンサイジングを検討していくことが必要です。 

⑧有収率（令和５（2023）年度 81.85%） 
有収率は、施設の稼働が収益に繋がっているかを判断する指標です。 
本市では、近年は上昇傾向にありますが、同規模事業体と⽐較すると低い状態です。重点的に

有収率を上げる施策が必要であり、各種漏⽔調査の⽅法により漏⽔管路を発⾒し、最優先に更新
することにより有収率の向上と管路事業費の縮減を図っていく必要があります。 

5.2 ⽼朽化の状況を⽰す指標分析 
①有形固定資産減価償却率（令和５（2023）年度 43.57%） 

有形固定資産減価償却率は、有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進んでい
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るかを表す指標で、資産の⽼朽化度合を⽰しています。 
本市では、平均を下回って推移しているものの増加傾向にあり、引き続き計画的な更新を進め

ていく必要があります。  
 
②管路経年化率（令和５（2023）年度 22.29%） 
管路経年化率は、法定耐⽤年数を超えた管路延⻑の割合を表す指標で、管路の⽼朽度度合を⽰

しています。 
本市では、管路の経年化率は平均を下回っているものの増加傾向にあり、奥州市上下⽔道耐震

化計画や⽼朽管更新計画を基に、計画的な更新を進めていく必要があります。 

③管路更新率（令和５（2023）年度 0.48%） 
管路更新率は、当該年度に更新した管路延⻑の割合を表す指標で、管路の更新ペースや状況を

把握できます。 
本市では、直近３年はそれ以前に⽐べて平均に近い⽔準で推移しているものの、管路の⽼朽化

には追いついていない状況であり、引き続き計画的な更新を進めていく必要があります。 
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第3章 将来の事業環境 
 





 

14 

第 3 章 将来の事業環境 

1 給⽔⼈⼝の予測 
本市の⼈⼝について、過去の実績からコーホート要因法に基づき⾏政区域内⼈⼝の将来推計を

⾏い、これに予測の普及率を乗じることで将来の給⽔⼈⼝を予測しました。（図 3-1） 
令和６（2024）年度実績値101,267⼈に対し、令和17（2035）年度には90,780⼈まで減少（令

和６（2024）年度⽐△10.4％）すると⾒込まれます。 

 
図 3-1 給⽔⼈⼝の予測値推移 

2 有収⽔量の予測 
給⽔⼈⼝予測に、⼀⼈当たりの有収⽔量使⽤⽔量（原単位）を乗じて将来の有収⽔量を予測し

ました。（図 3-2参照） 
令和６（2024）年度の年間10,290千㎥に対し、令和17（2035）年度には9,330千㎥まで減少

（令和６（2024）年度⽐△9.3％）すると⾒込まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3-2 有収⽔量の予測値推移 
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3 料⾦収⼊の⾒通し 
料⾦収⼊は有収⽔量予測に供給単価を乗じて算出する。供給単価は令和６（2024）年度実績値

を⽤いました。（図3-3参照） 
令和６（2024）年度の年間2,407百万円に対し、令和17（2035）年度には2,183百万円まで減

少（令和６（2024）年度⽐△9.3％）すると⾒込まれます。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-3 料⾦収⼊の実績値と予測値推移 
 
4 施設の⾒通し 

平成30（2018）年度に策定した「奥州市⽔道事業アセットマネジメント計画」の中で今後の
事業費を想定しています（表 3-1、図 3-4参照）。 

表 3-1 奥州市⽔道事業アセットマネジメント計画で⾒込んだ事業費 

 
 
 

2018～ 2023～ 2028～ 2033～ 2038～ 2043～ 2048～ 2053～

2022年 2027年 2032年 2037年 2042年 2047年 2052年 2057年

管路 20,676,818 5,705,685 7,081,674 9,810,775 12,629,312 15,328,689 13,222,099 15,078,870 99,533,922

建築 0 0 3,402 0 125,269 165,860 49,828 54,120 398,479

土木 0 512,871 3,425 96,370 282,691 542,300 2,305,242 380,551 4,123,450

電気 1,994,678 208,338 105,997 271,810 2,057,383 158,710 103,676 121,036 5,021,628

機械 1,903,525 584,734 281,685 340,402 1,734,981 1,092,062 279,981 229,218 6,446,588

計装 1,341,332 268,503 175,334 418,284 1,167,307 228,030 181,540 403,055 4,183,385

その他 407,267 348,787 368,826 366,071 397,058 347,399 396,654 349,819 2,981,881

計 26,323,620 7,628,918 8,020,343 11,303,712 18,394,001 17,863,050 16,539,020 16,616,669 122,689,333
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図 3-4 奥州市⽔道事業アセットマネジメント計画で⾒込んだ事業費 
 
 
5 組織の⾒通し 

現在までに、包括⺠間委託の実施等に伴う課ならびに分室の廃⽌などを通じ、職員数の削減を
⾏ってきました。本市⽔道事業は⽔道課・経営課の職員25名で事業を運営していますが、これ以
上の⼈員削減は困難な状況です。 

担当者不在時や異動時等、課全体で組織として対応ができるよう業務⼿順書の整備等を引き続
き進めていきます。 
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第4章 経営の基本⽅針 
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第 4 章 経営の基本⽅針 

1 経営の基本⽅針 
当市の⽔道事業は、平成18（2006）年の市町村合併の後、平成20（2008）年３⽉に⽔道事業

の創設認可を受けました。以後、奥州市総合計画、奥州市⽔道事業ビジョン、奥州市⽔道事業中
期経営計画に基づき施設整備、簡易⽔道事業の統合、組織の⾒直し、料⾦体系の統⼀・改定、施
設維持管理業務及び料⾦収納業務等の包括⺠間委託などを実施し、経営基盤の強化を図ってきた
ところです。 

しかしながら、⼈⼝減少、節⽔型ライフスタイルへの変化などによる⽔需要の減少に伴い給⽔
収益は減少しており、他⽅では配⽔管をはじめとする管路や施設の⽼朽化が進⾏し、更新需要が
増⼤しています。こうした中、今後も安全で安⼼な⽔を安定的に供給するためには、収⽀のバラ
ンスを⾒極めながら効率的な事業運営を⾏っていくことが求められています。 

そこで、奥州市総合計画後期基本計画（令和４（2022）年度〜令和８（2026）年度）の⼤綱
６「快適な暮らしを⽀えるまちづくり」の中で掲げられている「安全で安⼼な⽔道⽔の安定供給」
の実現に向け、本市⽔道事業の経営における基本⽅針は「安全・安⼼な⽔道を次世代へ継承」と
しました（令和7（2025）年度 奥州市⽔道事業ビジョンより）。また、施策⽬標として「安全」
「強靭」「持続」の３項⽬を設定します（図 4-1）。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-1 経営の基本⽅針 
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第5章 投資・財政計画 
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第 5 章 投資・財政計画 

1 投資・財政計画 

1.1 経営戦略期間中の投資計画 
計画期間内の投資計画は、平成30（2018）年度に策定した「奥州市⽔道事業アセットマネジ

メント計画」により計画した事業費を参考に、投資計画の内容を精査し、今回の経営戦略では令
和８（2026）年度から令和17（2035）年度までの10年間について実施計画を策定しました（表 
5-1）。計画期間の投資額合計は約162.8億円を⾒込み、単年度当たりの事業費は、14.2億〜19.8
億円になります。 

表 5-1 令和 8（2026）年度〜令和 17（2035）年度 実施計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1.2 財政収⽀の⾒通し 

本市の将来の財政状況を⾒通すため、収益的収⽀及び資本的収⽀の各項⽬の将来値算出条件を
設定します。 

1.2.1 収益的収⼊ 
主な項⽬の将来値算出条件は以下のとおりです。 

（1）料⾦収⼊ 

将来の料⾦収⼊は、供給単価（円/m3）に有収⽔量を乗じて算出する。供給単価は令和６
（2024）年度の実績値を⽤います。 

将来の収⽀予測を⾏うなかで収益的収⽀が⾚字になる場合は料⾦改定を⾏うこととし、改定年
度を含めて４年間は⿊字を維持できる⽔準に供給単価を改定します。なお、初回の料⾦改定は令
和11（2029）年度とします。 

（2）他会計繰⼊⾦ 

総務省が定める繰出基準及び市独⾃の繰出基準に基づき計上します。 

(千円)

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17
(2026) (2027) (2028) (2029) (2030) (2031) (2032) (2033) (2034) (2035)

⽔道設備修繕・改良・更新事業 251,900 282,900 247,300 161,010 264,800 149,200 180,300 168,100 201,000 155,800 2,062,310
⽔道施設補修・改修事業 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 50,000
⽔道施設整備事業 0 0 0 0 69,600 97,400 72,000 22,500 110,000 0 371,500
⽔圧適正化事業 84,100 0 0 0 0 0 0 0 0 0 84,100
⽔圧適正化事業（旧簡⽔） 36,000 120,100 120,100 110,100 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 566,300
⽼朽管更新事業 347,600 266,400 220,800 176,000 314,000 395,830 463,040 560,000 560,000 280,000 3,583,670
⽼朽管更新事業（旧簡⽔） 327,950 313,500 359,000 419,900 298,590 219,800 156,960 60,000 60,000 340,000 2,555,700
鋳鉄管更新事業 40,000 100,000 100,000 84,000 70,000 60,000 60,000 60,000 60,000 60,000 694,000
管路布設替事業 117,000 117,000 117,000 117,000 117,000 117,000 117,000 117,000 117,000 117,000 1,170,000
管路布設替事業（旧簡⽔） 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 55,000 550,000
創設事業 458,200 173,600 261,940 131,500 110,500 122,500 242,500 122,500 169,000 160,000 1,952,240
緊急時連絡管 0 20,000 51,000 71,000 61,000 0 0 0 0 0 203,000
⽔道管路耐震化事業 206,000 205,000 205,000 205,000 205,000 205,000 205,000 204,000 204,000 204,000 2,048,000
⽔道施設耐震化事業 0 0 23,000 38,000 54,000 17,000 14,000 14,000 17,000 30,000 207,000
メーター新規購⼊ 2,765 2,765 2,765 2,765 2,765 2,765 2,765 2,765 2,765 2,765 27,650
その他設備更新 45,755 36,001 31,150 30,800 7,000 0 0 350 0 7,000 158,056
合計 1,977,270 1,697,266 1,799,055 1,607,075 1,664,255 1,476,495 1,603,565 1,421,215 1,590,765 1,446,565 16,283,526

合計事  業
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1.2.2 収益的⽀出 
（1）営業費⽤ 

過去実績（令和２（2020）年度〜令和６（2024）年度）平均に物価上昇率等を考慮して計上
します。物価上昇率の設定は表 5-2のとおりとします。 

表 5-2 消費者物価・賃⾦上昇率算定表 

 

（2）営業外費⽤ 

⽀払利息について、既往債は予定額を計上します。新規債は30年償還、据置期間なし、利率
2.5%として計算します。 

1.2.3 資本的収⼊ 
（1）建設財源 

建設財源は国庫補助⾦、企業債、⼯事負担⾦及び⾃⼰財源とします。 

（2）他会計繰⼊⾦ 

総務省が定める繰出基準及び市独⾃の繰出基準に基づき計上します。 

1.2.4 資本的⽀出 
（1）建設改良費 

「第5章1.1 経営戦略期間中の投資計画」で⽰した令和８（2026）年度〜令和17（2035）年度 
実施計画（表 5-1）の額に加え、資本勘定職員分の⼈件費を計上します。 

（2）企業債償還⾦ 

既往債は予定額を計上し、新規債は30年償還、据置期間なし、利率2.5%として計算します。 

項⽬ ⼈事院
勧告

  年度 R2年基準 前年度⽐ （％）
2020年 R2 99.9 △ 0.2 △ 0.3

2021年 R3 100.0 0.1 △ 0.9

2022年 R4 103.2 3.2 0.8

2023年 R5 106.3 3.0 1.6

2024年 R6 109.5 3.0 3.4

5年平均 ― 1.82 0.92

消費者物価指数
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1.3 投資・財政計画
表 5-3 収益的収⽀ 
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表 5-4 資本的収⽀ 
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1.3.1 投資・財政計画（料⾦改定率） 
本来は料⾦収⼊ですべての経費を賄うことが公営企業としての原則となりますが、現状は料⾦

収⼊のみでは賄えず⼀般会計からの繰⼊⾦で補てんすることにより経営を維持しています。当⾯
⾒込まれる物価上昇や⼈件費上昇、施設設備の更新費⽤により将来的には財源が不⾜する⾒込み
であることから、料⾦改定は避けられない⾒込みです。なお、収益的収⽀の⿊字を維持するため
に必要となる料⾦改定の時期と改定率を下記の表 5-5にまとめます。 

表 5-5 ⿊字維持のために必要となる料⾦改定率 

改定年度 改定率 供給単価 

2029 年 
（令和 11 年） 

19% 278.4 円/㎥ 

2033 年 
（令和 15 年） 

19% 331.3 円/㎥ 

 
 

1.3.2 投資・財政計画（収益的収⽀） 

 

図 5-1 収益的収⽀の⾒通し 

今回の投資・財政計画では、令和10（2028）年度は損益が⾚字となる⾒通しとなり、料⾦改
定を令和11（2029）年度から実施する計画としました。その後は表 5-5で⽰した料⾦改定を実施
することで、損益⿊字を維持できる⾒通しです。 

※収益的収⽀とは、⽔道施設の運転・管理など、事業を運営するための収⽀のことです。 
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1.3.3 投資・財政計画（営業収⽀⽐率） 

 

図 5-2 営業収⽀⽐率の⾒通し 

今回の投資・財政計画では、営業収⽀⽐率は料⾦改定を⾏う年度で上昇し、その後は物価⾼騰
の影響などにより減少する傾向です。また令和17（2035）年度は、⽤⽔供給事業からの受⽔拡
⼤により減少する⾒込みです。期間最終年の営業収⽀⽐率は90％程度を維持することを⽬指しま
す。 

※営業収⽀⽐率とは、営業費⽤が営業収益によってどの程度賄われているかを⽰す指標です。 

1.3.4 投資・財政計画（資本的収⽀） 

 

図 5-3 資本的収⽀の⾒通し 

今回の投資・財政計画では、令和7（2025）年度から令和10（2028）年度までは⽤⽔供給事業
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からの受⽔に向けた配⽔池等の整備により⼀時的に増加していますが、⽼朽管更新や耐震化事業
などに係る資本的⽀出は概ね横ばいで推移する⾒通しです。 

※資本的収⽀とは、将来の営業活動を⾏うための諸施設の建設・更新をするための費⽤、企業
債の元⾦償還などの⽀出とその財源となる収⼊のことです。 

1.3.5 投資・財政計画（企業債残⾼） 

 

図 5-4 企業債残⾼の⾒通し 

今回の投資・財政計画では、企業債の償還に対し新規の借⼊を⽐較的少なくしています。財政
健全化、⽔道事業の安定性を確保するため、企業債残⾼を逓減させ、計画期間中の起債残⾼は
100 億円を下回ることを⽬指します。 

1.3.6 投資・財政計画（資⾦残⾼）

 
図 5-5 資⾦残⾼の⾒通し 
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今回の投資・財政計画では、資⾦残⾼は令和10（2028）年度にかけて⼀時的に減少し、15.4億
円まで減少しますが、今後の物価上昇や更新需要に備えるために逓増を図り、計画期間中に20億
円程度を確保することを⽬指します。 

1.3.7 投資・財政計画（基準内・基準外繰⼊⾦の推移） 

 

図 5-6 基準内・基準外繰⼊⾦の⾒通し 

⼀般会計繰⼊⾦は、主に基準外繰⼊⾦の逓減を図り、計画期間中に7.5 億円程度の規模に圧縮
することを⽬指します。 

※基準内繰⼊⾦とは、総務省が毎年度発する「地⽅公営企業繰出⾦について」という通達で定
めた、地⽅公営企業の費⽤のうち、⼀般会計が負担すべきものとされる⾦額です。 

※基準外繰⼊⾦とは、公営企業会計の財源不⾜を補填するための繰出基準以外の繰⼊⾦です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

28 

1.3.8 投資・財政計画（料⾦回収率） 

  
図 5-7 料⾦回収率の⾒通し 

料⾦回収率については、料⾦改定を⾏う年度では上昇し、その後は減少する傾向で、計画期間
中では微増となる⾒通しです。 

※料⾦回収率とは、給⽔に係る費⽤が、どの程度給⽔収益で賄えているかを表す指標です。 

1.4 今後の投資についての考え⽅・検討状況 

1.4.1 ⺠間の資⾦・ノウハウ等の活⽤についての検討状況 
現在は「第2章4.1 ⺠間活⽤の状況（p7）」で⽰した内容について⺠間委託を実施しています。

令和7（2025）年度より発注する⽔道⼯事の⼀部において、管路設計と⼯事を⼀括して同⼀業者
に発注する⼩規模簡易DB⽅式を導⼊しています。今後も⺠間事業者に委託している浄⽔場施設
の運転や設備などの保守点検の業務内容を精査し、合理化を図りながらコスト削減に取り組みま
す。 

また、施設設備の効率的な維持管理のため、PPP/PFI ⼿法の⼀つである「包括的⺠間委託」
の検討や官⺠連携（ウォーターPPP）についても情報収集を⾏い、今後、実⾏可能性やメリッ
ト・デメリット等の検証を⾏います。 

1.4.2 施設・設備の廃⽌・統合（ダウンサイジング）及び合理化（スペックダウン）
についての検討状況 

今後は⼈⼝減少社会の進⾏に伴い、⽔需要も減少すると⾒込まれます。また、⽔道施設につい
ては⽼朽化の進⾏に伴い、施設の更新が必要となっていきます。 

更新にあたっては、⽔需要の減少率を把握した上で施設規模の⾒極めが必要となり、ダウンサ
イジングやスペックダウンも考慮した施設の更新計画を⽴案していくこととしますが、併せて岩
⼿県広域化推進プランにおける検討会の状況を踏まえ、検討を図ります。未普及地域への給⽔に
ついては、国が進めている分散型システムの動向も踏まえ検討していきます。 
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1.4.3 施設・設備の⻑寿命化等の投資の平準化についての検討状況 
奥州市⽔道事業アセットマネジメント計画を基にしながら、適切な資⾦残⾼の⽔準を検討した

上で、許容できる投資額を改めて定め、投資の平準化を⾏います。 

1.4.4 広域化についての検討状況 
「第2章4.3 広域化の取組状況（p7）」で⽰したように、岩⼿県が平成29（2017）年１⽉に設

置した「岩⼿県⽔道事業広域連携検討会」では、本市は県南広域ブロック（９市町：奥州市、北
上市、⼀関市、花巻市、遠野市、紫波町、⻄和賀町、⾦ケ崎町、平泉町）に属し、「岩⼿県⽔道
基盤強化検討会県南広域ブロック検討会」として業務の共同委託や、施設維持管理業務の共同委
託などのシミュレーションを⾏って広域連携の検討を進めています。 

また、平成31（2019）年１⽉総務省及び厚⽣労働省通知における「⽔道広域化推進プラン」
については、岩⼿県が主体となり取組を進め、令和4（2022）年度に「岩⼿県⽔道広域化推進プ
ラン」を策定しました。検討会の中では、計画期間内に「岩⼿県⽔道基盤強化計画」を策定する
予定としています。当⾯は本計画を踏まえたブロック内での広域連携のほか、国⼟交通省の「経
営広域化」の⽅針に則り、今後も岩⼿県との意⾒交換や他事業体との情報共有、広域化に伴うメ
リット・デメリットの整理を⾏いながら、様々な広域連携の検討を進めていきます。 

1.4.5 その他の取組 
将来の効率的な運営を⾒据え、今後のメーター検定有効期間の延⻑措置や、DX関連の財源措

置などを⾒据えたスマートメーターの導⼊、設備管理のデジタル化、業務プロセス⾒直し（BPR）
等に関する情報収集を進めており、国の動向や先進事例を踏まえつつ、費⽤対効果を考慮した
DX活⽤の可能性を検討していきます。 

1.5 今後の財源についての考え⽅・検討状況 

1.5.1 料⾦の⾒直しに関する事項 
本来は料⾦収⼊ですべての経費を賄うことが公営企業としての原則となりますが、現状は料⾦

収⼊のみでは賄えず⼀般会計からの繰⼊⾦で補てんすることにより経営を維持しています。 
収益的収⽀における純利益の確保、適正⽔準の内部留保資⾦の確保、基準外繰⼊⾦の圧縮など

を達成するために、必要となる料⾦改定の時期と改定率を検討します。 

1.5.2 企業債に関する事項 
企業債残⾼は令和６（2024）年度末時点で137億円となっています。また「第2章5 経営⽐較分

析表を活⽤した現状分析（p9）」にて⽰したように、企業債残⾼対給⽔収益⽐率は令和５
（2023）年度末時点で616.59%と、類似団体平均と⽐較してもやや⾼い⽔準にあります。現在は
様々な事業投資を⾏っている期間であるため、企業債の活⽤を積極的に⾏っていますが、将来の
利⽤者に過度な負担とならない適正な残⾼⽔準の維持に努めてまいります。 

 



 

30 

1.5.3 繰⼊⾦に関する事項 
令和６（2024）年度の決算では収益的収⽀分として約5.1億円、資本的収⽀分として約5.2億円

の繰⼊を⾏っています。今後は、繰⼊対象の償還⾦の減少に伴う繰⼊額の減少に加えて、適正な
料⾦⽔準とすることで給⽔収益を増加させ、繰⼊⾦の更なる圧縮を進めていきます。 

1.5.4 資産の有効活⽤等による収⼊増加の取組 
未利⽤資産の売却・貸付け等について検討・実施します。また、同規模⾃治体等での実施事例

等にも注視し、採算性のある資産活⽤⽅法を検討します。 

1.5.5 その他の取組 
将来の安定財源確保に向け、国の補助制度や広域連携によるコスト縮減の可能性について情報

収集及び検討を⾏っていきます。 

1.6 投資以外の経費についての考え⽅・検討状況 

1.6.1 委託料に関する事項 
これまでも施設の維持管理、点検、⽔質分析等の業務を⺠間委託し効率的な管理と経費削減に

努めています。今後も引き続き、様々な業務について⺠間委託の可能性を検討しつつ、包括的⺠
間委託についても情報収集を⾏います。 

1.6.2 修繕費に関する事項 
これまで整備してきた管路や施設の⽼朽化が進み更新需要が増⼤している中で、中⻑期の施設

整備や更新の⾒通し及び財政の⾒通しを⽴て、計画的に整備・更新を⾏う「持続可能な⽔道施設」
を実現するため、平成30（2018）年にアセットマネジメント（3C・標準型）を実施しました。 

今後は、⽔需要の減少に伴う施設の統廃合やダウンサイジング、経営計画では官⺠連携の導⼊
による効率化の向上などを考慮したアセットマネジメント4Dの実践に取り組みます。ここから、
投資の平準化による施設更新計画を策定し、計画的な施設・管路の更新に努めます。 

1.6.3 動⼒費に関する事項 
今後計画している施設の更新時に、⾼効率設備や省電⼒設備の導⼊の検討を⾏っていきます。 

1.6.4 職員給与費に関する事項 
現状、⽔道事業の担当者の25名及び会計年度任⽤職員等の職員給与費を⾒込んでいます。 

1.6.5 その他の取組 
他事業体と会計システムの共同調達を⾏うほか、⽔道標準プラットフォームや料⾦業務のシェ

アードサービスなど共同化に関する取組について、国の動向や他事業体の先進事例も参考にしな
がら研究、検討を重ねていきます。 
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第 6 章 経営戦略の事後検証、更新等に関する事項 

1 基本的考え⽅と PDCA サイクルの確⽴ 
経営戦略は、「経営基盤の強化と財政マネジメントの向上」を⽬的としており、計画を策定し

て終わりではなく、進捗管理を⾏うとともに、⾒直しを⾏っていくPDCAサイクル（図 6-1参照）
を確⽴していく必要があります。 

 

 
図 6-1 PDCA サイクルイメージ 

 

2 進捗管理について 
本計画における経営の基本⽅針に基づいた施策を実施していく中で、取組の進捗状況及びその

効果について定期的に評価し、必要に応じて施策の⾒直しを⾏います。また、投資計画の進捗状
況と財政状況を確認し、モニタリングにおいて計画との⼤きな乖離が認められる場合には⾒直し
や再検討を⾏います。 

なお、本計画に書かれていないものであっても、将来の⽬標の達成や⽬指すべき⽔道事業の実
現に必要なことと判断される場合は、変更及び⾒直しを⾏い、適切に計画に反映させていくもの
とします。 

 

3 経営戦略の⾒直しについて 
「公営企業の経営に当たっての留意事項について」（平成26（2014）年８⽉、総務省）によ

れば、経営戦略策定後３〜５年に⼀度⾒直しが必要とされています。 
本市においては、今回改定した内容を踏まえ、料⾦改定に合わせて⾒直しを⾏うとともに、本

計画に対し、⼤きな乖離が⽣じた場合には、他の計画との整合を図りながら必要な⾒直し等を随
時⾏います。 


